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→ クロス
集計 ［質問24］

マークの説明

「結果資料CD」に収録されたクロス集計システムで、
自校の結果を同じグラフで作成できます。（p.184	参照）

グラフの形状は異なりますが、同じ要素で
自校の結果が作成できます。（p.184	参照）

グラフで特に注目したい箇所です。

質問24（例）とのクロス集計があります。
質問24（例）を参照してください。



平成26年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査
結果報告書の各地域・学校での活用について

　本報告書は、平成26年度に実施した全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果をまとめ
たものです。
　各地域・学校では、本報告書の下記の例のような活用によって、調査対象学年担当教員、
体育・保健体育担当教員等にかかわらず学校内の教職員全体により、学校の教育活動全体
を通した体育・保健体育の向上に関する指導の工夫改善を進めること等が期待されます。

〈1〉	学校での取組の工夫改善に向けて、今年度の調査結果から明らかになった特に有意義と
考えられるポイントについて、分析結果と他地域・学校の取組事例を参考にする。

	 分析結果  取組事例
①幼少期の多様な運動経験 ➡p.8 p.12
②体育・保健体育の授業の充実 ➡p.20 p.24
③部活動の充実 ➡p.34 p.38
④家庭や地域でもっと運動をするようになる条件整備 ➡p.50 p.54
⑤生涯にわたって運動やスポーツをしようとする意欲 ➡p.64 p.68

〈2〉	学校での取組の工夫改善に向けて、これまでの調査結果から浮かび上がっている課題に
ついて、その具体的な対策を参考にする。
①調査の結果を踏まえた取組 ➡p.80
②運動する習慣のない生徒、運動が苦手（嫌い）な生徒に対する取組 ➡p.84
③児童生徒のニーズに合わせた運動機会を保証する取組 ➡p.88
④地域と連携した効果的な取組 ➡p.92
⑤子供の体力を向上させる学校全体での取組 ➡p.96

〈3〉	学校での取組の工夫改善に向けて、児童生徒の体力・運動能力、運動習慣等について、
全国的な状況と各都道府県の状況を把握、分析する。

 ➡ 小学校児童の調査結果 p.108╱ 中学校生徒の調査結果 p.138

〈4〉	学校での取組の工夫改善に向けて、全国的な取組の状況を把握、分析する。
 ➡ 学校質問紙調査結果 p.168╱ 教育委員会アンケート結果 p.178

〈5〉	学校での取組の工夫改善に向けて、自校の課題を明らかにするために、
	 結果資料CDを活用して自校の状況を分析する。

	 ➡p.184
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